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あるひの　 ことたい　 テ ト は　 い っ つうの

てがみば　 うけと っ たと 。 そいはさ　 テ ト の

ともだちの　 サルからの　 てがみ　 や っ たとさ 。

そん　 てがみにはさ　 サルが　 ちかか　 うちに

テト の　 すんどる　 まち　 テ ト ラに　 く るて

かいて　 あ っ たとげなさ 。



テト は　 おおよ ろこびさ 。 ていうともさ　 サルは

テト の　 すごく 　 なかのよ か　 ともだちやっ たとよ 。

テト は　 まちの　 ともだちに　 サルが　 くることば

うれしそうに　 はなしたとげな 。



ある　 ゆうじんが　 テト に　 きいたとさ 。

「サルっ てさ　 どがん　 テ ト ラね ?」

テ ト は　 こたえたとばい 。

「サルは　 テト ラじ ゃ なかと 。」

「そ したら　 サルっ て　 なんね ?」

「サルは　 サルたい 。すごく 　 せの　 たかかと 。」



「ど んく らい　 たかかと ?」

「も のすご ぉ 。」

「そげんね 。 でも　 どんく らい ?おいの　 にいち ゃ ん

よ り も ?」

「わ いのにいち ゃ ん　 しらんけん　 わからん 。」



ゆうじんが　 いうたとさ 。

「そ んなら　 うちんがたに　 こんね 。 にいち ゃ ん

いま　 おるて　 おもうけん 。」

テ ト は　 いうたよ 。

「よ かよ 。」



ゆうじんが　 いうたとさ 。

「おいの　 にいち ゃ んばい 。」

ゆ うじんの　 おにいさんが　 テト に　 あいさつば

したと 。

「こ んにちは !」

テ ト も　 あいさつば　 したと 。

「...こ ん にちは 。」



「サルは　 も っ と　 せの　 たかかばい 。」

テ ト の　 いうた っ さ 。

「え 、 ほんとね ?そんなら　 こんく らいね ?」

ゆうじんが　 おにいさんに　 かたぐ るまば　 して

もろうたとさ 。

「う んに ゃ 。 も っ とたかかばい 。」



ゆうじんが　 テト も　 かたぐ るま　 したとさ 。

「そ んなら　 こんく らいね ?」

テ ト は　 いうたよ 。

「ま だばい 。 も っ とさ 。」



「そ したらさ　 も っ と　 かたぐ るまば　 する

テト ラの　 いるやろ 。」

ゆ うじんの　 いうた 。

「そ うたいね ...。」

テト が　 こたえて　 3にんは　 まちに　 いっ たとさ 。



「そ んなら　 こんく らい ？ 」

「う んに ゃ 。」



「こ いで　 どげんね ？ 」

「ぜ んぜん　 たり んばい 。 も っ と 　 たかかと 。」



「こ いじ ゃ ?」

「う んに ゃ 。」



「ぜ んぜん 。」



「ぜ んぜん 。」



「ぜ んぜんばい 。」



「そ げんね… 。」



テト ラたちは　 サルの　 く るひまで　 まつことに

したとさ 。



そして　 とうとう　 そのひの　 きたとさ !



テト ラは　 みんな　 おおよ ろこびで　 サルば

かんげいしたと 。



「ひ さしぶり ！ サル、 げんき　 や っ たと ？ 」

「ひ さしぶり ！ げんきや っ たよ 。 テ ト は ？ 」

「げんきや っ たばい ！ 」

ふたり は　 ひさしぶり に　 おうて　 ものすご ぉ

よ ろこんだげな 。

「おいが　 すんどる　 テ ト ラまちば　 あんない

するけん !」

「う ん 。 たのむばい ！ 」



「こ こが　 おいが　 よ ういく 　 やおやさんさ 。」

テ ト が　 いうた 。

「よ かねえ !　 やさいも　 く だものも　 ものすご ぉ

しんせんかねえ !」

サルが　 いうた 。



「こ んにちは ！ 」

サルが　 やおやさんに　 おる　 みんなに　 あいさつ

したとさ 。

「こ んにちは ！ 」

やおやさんに　 おる　 みんなも　 サルに　 あいさつ

したとよ 。



「こ こが　 おいが　 わいに　 てがみば　 だすときに

つかう　 ゆうびんき ょ く さ ！ 」

テ ト が　 いうた 。

「よ かねえ ！ みどり の　 い っ ぱいたい ！ よ かぁ !」

サルが　 いうた 。



「こ んにちは ！ 」

サルは　 ゆうびんき ょ く に　 おる　 みんなに

あいさつば　 したとさ 。

「こ んにちは ！ 」

ゆ うびんき ょ く に　 おる　 みんなも　 サルに

あいさつば　 したと 。



「こ こが　 おいの　 おきにいり の　 き っ さてんさ 。

おいしか　 こうち ゃ と　 フカフカの　 ソフ ァ ー の

あ っ て 　 ゆ っ く り 　 できるとばい !」

テ ト が　 いうたと 。

「よ かね ぇ ！ こうち ゃ の　 よ か　 かおり の　 するね !

スコ ー ンも　 おいしかごた っ !」

サルが　 いうた 。



「こ んにちは ！ 」

サルは　 きっ さてんに　 おる　 みんなに　 あいさつ

したとさ 。

「こ んにちは ！ 」

き っ さてんに　 おる　 みんなも　 サルに　 あいさつ

したとよ 。



「こ こが　 おいの　 すいとる　 コンテンポラリー

ア ー ト の　 みらる っ 　 びじ ゅ つかんさ ！ ガラスで

できと っ とよ ！ 」

テ ト が　 いうたと 。

「よ かねえ ！ こげん　 たてもの　 みたこと　 なかよ ！

すごく 　 よ か　 さく ひんの　 い っ ぱい　 あるね ！ 」

サルは　 いうたと 。



「こ んにちは !」 サルが　 びじ ゅ つかんに　 おる

みんなに　 あいさつば　 したと 。

「こ んにちは 、 サル!」 びじ ゅ つかんに　 おる

みんなも　 サルにあいさつば　 したとさ 。



「こ こが　 おいが　 よ おいく 　 バンジー ジ ャ ンプ

けんき ゅ うじ ょ 　 さね !」

テ ト が　 いうたら 。

「よ かねえ !けんき ゅ う 　 しよ っ と ?」

サルが　 いうた 。

「う ん !し よ っ と 。」



「こ んにちは !」 て 　 サルの　 いうたら 。

「う わ ー !」 「き ゃ ー !」

バンジー ジ ャ ンプの　 おそろしー して　 あいさつば

したかばっ てん　 できん　 テト ラの　 お っ たとさ 。

「サル、 こんにちはー !」

バンジ ー ジ ャ ンプば　 しよ っ ても　 あいさつば

しー きる　 テ ト ラも　 お っ たとよ 。



「そ いで　 ここが　 おいの　 いえばい !なつは

すずしかとよ 。 ふゆは　 ぬ っ かし　 すみやすかと !」

テ ト が　 いうたと 。

「わあ !よ かとこねえ !きれか　 にわも　 あるやかね !」

サルの　 いうた 。



「こ の 　 すべり だいで　 まいにち　 あそんど っ と !

わいに　 だした　 てがみにも　 かいたことの

あ っ たろ ?」

テ ト が　 いうた 。

「こ いが　 わいが　 いいよ っ た　 すべり だいね !

よ かねえ !　 は よ う　 すべれるとねえ !」

サルの　 いうたげな 。



「こ こが　 テ ト ラひろばっ て　 いうて　 まちの

ち ゅ うしんさ 。」

テ ト が　 いうた 。

「よ かねえ !よ かとこに　 すんど っ とねえ !」

サルの　 いうた 。



テト と　 サルは　 サルの　 もっ てきた　 おみやげの

バナナば　 たべながら　 い っ ぱい　 おはなしば

したとげな 。 まちの　 テ ト ラたちも　 あつま っ て

みんなで　 おいしか　 バナナば　 たべたげな 。



「そいでさ　 わいは　 どんくらい　 せの　 たかかと ?

おいたち　 なんにん　 かたぐるま　 すれば　 よ かと ?」

まちの　 テ ト ラたちが　 いうたげな 。

「そ んならさ　 テト ラがけまで　 い っ て　 はかっ て

みれば　 よ かとじ ゃ 。」 テ ト が　 いうた 。

「う ん 、 よ かよ !」 サルが　 いうた 。

サルが　 どんく らい　 せの　 たかかとか

はかるため　 みんなで　 テト ラがけに　 いっ たげな 。



「１ ， ２ 、 ３ ， ４ … 」



31に んの　 テ ト ラたちが　 かたぐ るまば　 した

ところで　 や っ と　 サルと　 おんなじ　 たかさに

な っ たげな 。



「そ いばっ てん　 おいは　 まだ　 せの　 たこう

な っ ばい 。 おいは　 まだ　 こどもやけんね 。」

サルが　 いうたと 。

「そ うやろね 。 そしたらさ　 しるしば

つけとこうか。」 テ ト が　 いうたと 。



テト は　 テト ラがけに　 しるしば　 つけたげな 。



「あ あ 、 そろそろ　 かえらんば。」

サルが　 いうた 。

「そうたいね… 。また　 すぐに　 あそびに　 こんね 。

せも　 はかり たかし 。」

テ ト が　 いうた 。

「もちろん ！ また　 すぐ に　 あそびに　 く っ さ 。

せも　 はかり たかし 。」

「や く そく ばい 。」

「う ん 、 やく そく たい 。」



「ま た 　 すぐ に　 あえるやろ ！ 」

「ま た 　 すぐ に　 あえるさ ！ 」

サルは　 じぶんの　 いえに　 かえっ て　 いっ たとさ 。

ふたり は　 また　 すぐ に　 あうことに　 なると

ばっ てん　 そいは　 また　 べつの　 おはなしげな 。




